
 

 

 

第４回 広瀬川（大橋周辺）水辺利活用検討会 

日 時：令和７年１１月２６日（水） 15 時 00 分から 17 時 00 分まで 

場 所：仙台市役所本庁舎８階 第１委員会室 

 

 

次     第 

 

１． 開 会 

２． 挨 拶 

３． 議 事 

（１）整備方針と計画案について 

（2）管理・運営について 

４． その他 

・今後のスケジュールについて 

５． 閉 会 

 

    

○配布資料 

   資料１    整備方針と計画案について 

資料２    管理・運営について 

参考資料１ 今後のスケジュールについて 

   冊子     広瀬川（大橋周辺）水辺利活用基本構想（令和７年７月） 

 



日　時：令和７年11月26日（水）　15時00分から17時00分まで
：マイク 場　所：仙台市役所本庁舎８階　第１委員会室

特定非営利活動法人
宮城学院女子大学・ 都市デザインワークス　
宮城大学名誉教授 代表理事

○ ○
　 　

岩手大学農学部 特定非営利活動法人冒険あそび場-
地域環境科学科　准教授 ○ ○ せんだい・みやぎネットワーク　

荒木　笙子　委員 副代表理事 根本　暁生　委員

立町地区町内会連合会　
副会長 熊谷　祐次　委員 ○ ○ 片平地区連合町内会

会長 早坂　一夫　委員

○

フリーライター　青空編集室 ○ ○ 公益財団法人仙台観光国際協会
主宰 西大立目　祥子　委員 理事長 結城　由夫　委員 ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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広瀬川（大橋周辺）水辺利活用検討会 委員名簿 

 

◎：座長、〇座長代理 

氏名 役職又は団体名 

荒木
あ ら き

 笙子
しょうこ

 岩手大学農学部地域環境科学科 准教授 

熊谷
くまがい

 祐次
ゆ う じ

 立町地区町内会連合会 副会長 

〇榊原
さかきばら

 進
すすむ

 特定非営利活動法人都市デザインワークス 代表理事 

西
にし

大立目
おおたちめ

 祥子
しょうこ

 フリーライター 青空編集室主宰 

根本
ね も と

 暁生
あ き お

 
特定非営利活動法人冒険あそび場-せんだい・みやぎネットワーク  

副代表理事 

早坂
はやさか

 一夫
か ず お

 片平地区連合町内会 会長 

◎宮原
みやはら

 育子
い く こ

 宮城学院女子大学・宮城大学 名誉教授 

結城
ゆ う き

 由夫
よ し お

 公益財団法人仙台観光国際協会 理事長 

（敬称略・五十音順） 

事務局：仙台市（百年の杜推進課） 

オブザーバー：宮城県河川課（河川管理者）     

宮城県仙台土木事務所（河川管理者） 



第４回広瀬川（大橋周辺）水辺利活用検討会 事務局出席者名簿 

 

 

所属 職名 氏名 

建設局百年の杜推進部 部長 鈴木 江美子 

建設局百年の杜推進部 参事兼公園管理課長 福與 聡 

建設局百年の杜推進部百年の杜推進課 課長 水嶋 信文 

建設局百年の杜推進部百年の杜推進課 主幹兼広瀬川創生係長 庄司 明浩 

建設局百年の杜推進部百年の杜推進課 主査 小松 健一 

 



基本構想において掲げた基本理念（コンセプト）と４つの基本方針を示す。また、4つの基本方針において、それぞれの水辺利活用・整備における方向性と整備イメージを次頁に示す。

基本理念を踏まえ、以下の４つの基本方針を定め、広瀬川の大橋周辺で進められるプロジェクトと連携しながら、広瀬川の持つ自然環境や歴史・文化を守り、広瀬川の
新たな魅力を創出します。

●基本方針

●基本理念（コンセプト）

杜の都仙台の母なる川、「広瀬川」は、幾多の文化と歴史をはぐくみながら、市民の生活に潤いのある調和をもたらしてきました。
中でも大橋周辺は、歴史・文化・学術・自然などの資源が集積する「青葉山」と、にぎわいをもたらす「まち」とが、川の清流を介して融合することを感じ取れる特別な場

所です。
この地域の資源を大切にしながら、周辺施設などを巡る回遊性の向上を図り、水辺を活用した憩いや遊び、学びを体験できる身近な交流の場所として設え、「みんなで使い、

みんなで育てる仙台の水辺の庭」となるような、本市の新たな水辺空間を創出し、次世代へ繋いでいきます。

青葉山エリア“Water Garden”
〜未来へつなげる広瀬川水辺空間の創出〜

水辺散策 歴史学習自然観察・水辺の利用

原っぱ・芝生で休息 イベントでの利活用水上レクリエーション

水辺を「巡る」

大橋を中心とした回遊性の向上を図り、
新たな交流と発見を促します。

水辺を「学ぶ」

川への関心・意識を醸成するため、
自然や歴史、文化などに

触れる学びの場を創出します。

水辺で「遊ぶ」

こどもから大人までの幅広い世代が訪れ、
交流する遊びの空間を創出します。

水辺で「憩う」

美しい自然環境を活かした
憩いの空間を創出します。
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水辺を「巡る」

大橋を中心とした回遊性の向上を図り、
新たな交流と発見を促します。

水辺を「学ぶ」

川への関心・意識を醸成するため、
自然や歴史、文化などに

触れる学びの場を創出します。

水辺で「憩う」

美しい自然環境を活かした
憩いの空間を創出します。

水辺で「遊ぶ」

こどもから大人までの幅広い世代が訪れ、
交流する遊びの空間を創出します。

・大橋周辺エリアにおいて、川沿いの自然や歴史資源をつなぐ「水辺回廊」を形成します。
・青葉山エリアとまちなかを連携することで、多様な目的を持つ人々が水辺を介して、往来する
動線を整備します。

・季節や時間帯によって変化する風景や活動を楽しめるよう、歩いて楽しい、立ち止まって心地
よい空間を目指します。

・日常の散歩から観光まで、多様な利用シーンを支える“動き”のある水辺を創出します。

・広瀬川が育んできた自然、生態系、歴史、文化を“体感し、学べる”場を水辺に設けます。
・こどもたちが「川で学ぶ」という原体験を得られる場とし、次世代への教育的価値を高めます。
・「見る」「触れる」「考える」ことを通じて、川との関わりを日常に引き寄せます。
・青葉山エリアが持つ学術拠点としての資源（大学・博物館等）と連携し、市民・学生・観光客が
知的好奇心を持って集える空間を創出します。

・川のせせらぎと風景に包まれ、誰もが「ほっと一息つける」空間を提供します。
・ランチを楽しんだり、本を読んだり、一人で静かに過ごしたり、家族や友人と過ごしたりなど、日
常的な利用が促される空間を創出します。

・安全性と快適性の両立を図り、子育て世代や高齢者にも優しい水辺を目指します。

・自然とふれあいながら、身体を動かす楽しさを感じられる水辺空間をつくります。
・こどもが水と戯れ、大人も気軽に運動やレクリエーションができる“遊びの場”を整備します。
・一時的なイベント利用だけでなく、日常的に訪れたくなる開かれた空間を目指します。

▲ 「旧明鏡橋」の真下を通るフットパス
（山形県朝日町）

▲ 対岸へ渡る飛び石
（大阪府高槻市）

▲ 河川敷へのスロープや水辺の散策路
（埼玉県川口市）

▲ 公園の地形や橋梁を開設するサイン
（宮城県仙台市）

▲ 魚つかみ取りの学習イベント
（神奈川県川崎市）

▲ 川沿いの街歩き
（山形県長井市）

▲ 市民憩いの空間の整備（公園、
散策路、パークゴルフ場）

（北海道恵庭市）

▲ 川沿いに設けられた休憩スペース
（ウッドデッキ、足湯）
（山形県鶴岡市）

▲ 安全に歩くための
足元を照らす照明
（愛知県岡崎市）

▲ 安全に遊べる親水空間（湾処）の整備
（富山県高岡市）

▲ イベント時に設置する
川床ステージ

（千葉県松戸市）

▲ 川沿いの広場スペース（夏祭り）
（佐賀県吉野ヶ里町）

2

資料1



地形や周辺施設との連続性などの観点から4つのエリアに区分し、それぞれを「青葉山公園水辺エリア」、「仲ノ瀬緑地水辺エリア」、「大手町水辺エリア」、「西公園水辺エリア」とする。

【建設予定】
屋内

遊び場

【建設予定】
（仮称）

国際センター駅
北地区複合施設

エリア区分

回遊動線

計画対象範囲

現在の
エリアへのアクセス箇所

建設予定施設

大橋 仲の瀬橋

仙臺緑彩館

西公園

青葉山公園

国際センター

地下鉄東西線
国際センター駅

仲ノ瀬緑地水辺エリア

西公園水辺エリア

大手町水辺エリア

青葉山公園水辺エリア
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大橋

仙臺緑彩館

青葉山公園

国際センター

各エリアについて、水辺周辺の現況を整理し、ゾーニングと計画案をそれぞれ示す。
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出入り口①
（スロープ）

出入り口②
（スロープ）

石垣

取水口跡

散策路
（砂利舗装）

青葉山公園内から河川敷へ
の出入り口（スロープ）は、北
側と南側の２カ所であり、河
川敷へのアクセス性を高める
ことが望まれる。

石垣や取水口跡などの
歴史遺構が存在し、間近で
観察することができる。

砂利舗装の散策路が存在する。歴史遺構や自
然を楽しみながら歩くために、定期的な除草な
ど適切な手入れを行うことが望まれる。

大きな石が転がっている箇所もあ
るが、なだらかな斜面から広瀬川に
近づくことができる。

（1）青葉山公園水辺エリア

歩いて近づく
ことのできる

水際

リバーサイドパークハウス

散策路
（砂利舗装）

出入り口①
（スロープ）

石垣

リバーサイドパークハウス

1） 現況



歴史遺構や自然を楽しみながら
歩くため、自然を残しつつ、園路と
して誰もが安心して歩きやすい園
路整備を計画する。

スロープを下りた先には、川に
近づきやすい比較的開放空間が
ある。現況を活かし、川に近づき
たくなる親水性の高い空間を計画
する。
また、青葉山公園内のウッドデッ

キや大橋からよく見える視認性の
良い場所である。

現存する歴史的遺構について、そ
の背景を知り、青葉山エリアや仙台
の文化・歴史を学ぶことのできる解
説板等を計画する。

青葉山公園から河川敷へつながる既設
の出入り口が北側と南側の２カ所あるが、
距離が離れている。
気軽に河川敷へアクセスできるよう、既

設の出入り口の中間点付近に、新設の出
入り口を計画する。

【親水ゾーン】

【河川敷へのアプローチ】

【歴史的遺構の観察・学び】

【自然散策・散歩ゾーン】

5
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（1）青葉山公園水辺エリア 2） ゾーニング



③解説板
・石垣や取水口跡など現存する歴史資
源の意味や背景を解説する。
・まちの成り立ちや昔の広瀬川と住民
の暮らしの関わりを伝える。

など
（※エリアのいずれかの場所に設置）

①階段工
・河川敷へのアクセス性
向上を目的とする。
・石垣（歴史的遺構）があ
り、基本的には掘削や取
り壊しが困難である。
・一部、石垣が崩落してい
る箇所があるため、その
範囲に階段を設置する。

②園路工
・現状砂利敷きであるが、人がより
歩きやすくするため、園路の整備
を行う。

6

※図はイメージであり、現在、施設配置や構造について河川管理者や関係課と調整中であるため、今後、変更となる場合がある。
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（1）青葉山公園水辺エリア 3） 計画案



【建設予定】
屋内遊び場

【建設予定】
（仮称）国際センター駅

北地区複合施設

大橋

西公園

国際センター

地下鉄東西線
国際センター駅

出入り口
（スロープ）

地下鉄東西線
橋梁

出入り口
（スロープ）

園路
（アスファルト

舗装）

運動広場
（土系舗装）

広場（芝）

園路
（砂利舗装）

広場（芝）

仲の瀬橋

河岸段丘の上に、新たに複合施設
が建設される計画がある。

仲の瀬橋の橋脚付近や河川敷から、なだら
かな斜面を降りて広瀬川へ近づくことができ
る。

住宅街の街路を通って、仲
ノ瀬緑地へ到達する。

軟式野球や少年サッカー等の練
習に使用されている。

歩いて近づく
ことのできる

水際

地下鉄東西線の橋脚付近では、貝
の化石等が観察できる。

貝の化石等
が存在

歩いて近づく
ことのできる

水際

運動広場
（土系舗装）
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（2）仲ノ瀬緑地水辺エリア 1） 現況



複合施設の建設により、仲ノ瀬緑地方面への人流は増加すると考えられる。
現状、仲ノ瀬緑地へ向かうには住宅地を通過するルートしかなく、近隣住民への配慮の点からも、住宅地を通ら

ないアクセス路を整備する必要がある。また、経路に階段を含むルートが一部あり、バリアフリーの観点からも課
題が残っている。
複合施設に関するワークショップでは、「水辺」や「青葉山公園（桜の小径）」での利用ニーズが多く見受けられた。

整備後は周辺施設一帯で活性化が期待できることから、仲ノ瀬緑地へ安全かつ円滑に向かえる坂路を計画する。

【河川敷へのアプローチ】

8
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運動場やイベント時の広場として使用され
ている。利用者の目的や親水空間との動線
を考慮して、自然環境を保全しつつ、様々な
アクティビティ（スポーツなど）に利活用しや
すい空間を計画する。

【スポーツ・イベントゾーン】

川に近づきやすい比較
的開放空間があるため、
親水性を高める整備を
計画する。

【親水ゾーン】

利用者の目的や親水空間との動線
を考慮し、自然環境を活かした憩い
の空間を計画する。

【憩い・くつろぎゾーン】

地下鉄東西線の橋梁下には、貝
化石を含む地層が露出しており、
自然の歴史に触れられる貴重な
場所となっている。この特徴を生
かし、地域の特徴を伝える解説板
等を計画する。

【地質遺構の観察・学び】

（2）仲ノ瀬緑地水辺エリア 2） ゾーニング



③解説板
・段丘や崖線、旧河道など、地形と川の
変遷を解説し、「なぜここがこうなって
いるのか」を解説する。

など
（※エリアのいずれかの場所に設置）

①坂路工
・急崖の上部にある”桜の小径”から、仲ノ瀬緑地
にアクセスするための坂路を整備する。
・バリアフリーに対応した構造規格（緩やかなス
ロープ等）とする。

※親水護岸整備イメージ

9
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②親水護岸（低水）
・水辺の散策、親水利用のニーズ高いエリアであ
り、水辺に近づきやすくするための親水護岸
（湾処および階段護岸）を設置する。

・川の中にはより水辺に親しみやすくなるため
の飛び石を設置する。

（2）仲ノ瀬緑地水辺エリア 3） 計画案

※図はイメージであり、現在、施設配置や構造について河川管理者や関係課と調整中であるため、今後、変更となる場合がある。



大橋

仙臺緑彩館

青葉山公園

出入り口①
（河川敷へ下りる階段）

出入り口②
（河川敷へ下りる階段）

散策路
（未整備）

特殊堤

自然を楽しみながら歩くために、定期
的な除草など適切な手入れを行うこと
が望まれる。

散策路が存在するが舗装などはさ
れていない。大橋の下から西公園河
川敷へ通り抜けることができる。

なだらかな斜面から広瀬川に近づ
くことができる。

歩いて近づくことの
できる水際
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資料1

散策路
（未整備）

出入り口②
（河川敷へ下りる階段）

（3）大手町水辺エリア 1） 現況




